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【
第
百
五
十
五
回
本
場
所
十
日
～
千
秋
楽
】

都
内
の
桜
も
す
っ
か
り
散
っ
て
し
ま
っ
た

が
、
練
馬
国
技
館
は
熱
気
に
包
ま
れ
る
中
、

４
月
１
７
日
に
1
十
日
目
と
千
秋
楽
が
開
催

さ
れ
た
。
開
催
に
先
立
ち
、
去
る
３
月
に
亡

く
な
ら
れ
た
日
本
紙
相
撲
協
会
創
設
者
の
徳

川
義
幸
氏
を
偲
び
、
感
謝
の
気
持
ち
と
哀
悼

の
意
を
表
す
る
１
分
間
の
黙
祷
が
朝
日
松
理

事
長
の
発
声
に
よ
り
参
加
者
全
員
で
捧
げ
ら

れ
た
。

た
小
結
出
羽
翼
（
初
）
が
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
し

た
。九

日
目
を
終
え
て
、
関
脇
大
神
楽
が
１
敗

で
優
勝
争
い
の
単
独
ト
ッ
プ
に
立
ち
、
こ
れ

を
２
敗
で
横
綱
春
ノ
翔
、
大
関
千
代
鈴
、
小

結
出
羽
翼
の
３
人
が
追
う
展
開
で
十
日
目
を

迎
え
た
。
３
敗
の
横
綱
美
空
富
士
、
平
幕
の

鉄
甲
、
喜
乃
郷
、
月
山
、
雪
若
丸
、
寶
蔵
、
生

駒
山
の
７
人
も
数
字
の
上
で
は
優
勝
の
可
能

性
も
あ
っ
た
が
、
ま
ず
２
敗
ま
で
の
４
人
に

絞
ら
れ
た
と
言
っ
て
も
い
い
状
況
。

大
神
楽
の
十
日
目

は
３
敗
の
鉄
甲
と
初

顔
の
一
番
が
組
ま
れ

た
。
新
鋭
鉄
甲
が
ど

の
よ
う
な
相
撲
を
み

せ
る
か
注
目
さ
れ
た

が
、
大
神
楽
が
圧
倒

し
て
１
敗
を
守
り
、こ

の
時
点
で
３
敗
組
の
優

勝
は
な
く
な
っ
た
。
ま
た

今
場
所
は
の
ど
輪
が
冴
え

て
横
綱
若
ノ
嶋
、
大
関
千

代
鈴
を
押
し
倒
し
に
破
っ

た
小
結
出
羽
翼
だ
っ
た
が

小
結
同
士
の
対
戦
で
烏
帽

子
岳
に
力
な
く
敗
れ
て
優

勝
戦
線
か
ら
脱
落
し
た
。

こ
の
日
の
注
目
は
結
び
の
横
綱
春
ノ
翔
と
大
関
千

代
鈴
の
２
敗
同
士
の
対
戦
。
勝
っ
た
方
が
優
勝
争
い

に
残
る
と
い
う
大
一
番
。
こ
れ
ま
で
の
対
戦
成
績
は

春
ノ
翔
の
３
勝
１
敗
だ
が
、
先
場
所
は
千
代
鈴
が
勝

っ
て
い
る
。
春
ノ
翔
は
千
秋
楽
に
大
神
楽
戦
が
組
ま

れ
て
い
る
だ
け
に
、
ま
だ
自
力
優
勝
の
チ
ャ
ン
ス
が

あ
る
が
、
千
代
鈴
は
自
力
優
勝
の
チ
ャ
ン
ス
は
な
い

も
の
の
、
あ
と
２
番
勝
っ
て
連
続
優
勝
に
望
み
を
つ

な
ぎ
た
い
と
こ
ろ
。

慎
重
な
仕
切
り
か
ら
立

合
い
に
春
ノ
翔
が
鋭
い
出

足
を
み
せ
た
が
、
体
勢
を

整
え
て
左
を
差
し
た
の
は

千
代
鈴
。
こ
こ
か
ら
一
気

に
出
た
か
っ
た
が
、
や
や

前
の
め
り
に
な
っ
た
と
こ

ろ
を
春
ノ
翔
に
引
か
れ
て

土
俵
を
這
っ
て
し
ま
っ
た
。

勝
っ
た
の
は
春
ノ
翔
。
千

代
鈴
は
３
敗
と
な
っ
て
惜

し
く
も
連
続
優
勝
は
な
ら
な
か
っ
た
。

優
勝
争
い
は
千
秋
楽
結
び
の
一
番
の
春
ノ
翔
と
大

神
楽
戦
の
直
接
対
決
で
争
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

大
神
楽
が
勝
て
ば
す
ん
な
り
優
勝
と
な
る
が
、
春
ノ

翔
が
勝
て
ば
、
両
者
に
よ
る
優
勝
決
定
戦
に
も
つ
れ

込
む
こ
と
に
な
る
。

迎
え
た
千
秋
楽
。
大
い

に
盛
り
上
が
り
を
み
せ
る

千
秋
楽
は
い
よ
い
よ
三
役

揃
い
踏
み
に
。
こ
の
日
は

北
海
道
か
ら
久
し
ぶ
り
に

霧
ヶ
浜
親
方
が
参
加
。
弟

子
た
ち
の
勇
姿
に
目
を
細

め
る
中
、
部
屋
頭
の
若
巨

が
初
め
て
三
役
揃
い
踏
み

に
登
場
し
た
。
「
よ
く
ぞ

こ
こ
ま
で
出
世
し
た
な
ぁ

！
」
と
感
慨
に
む
せ
ぶ
霧

ヶ
浜
親
方
。
そ
の
期
待
に

応
え
る
か
の
よ
う
に
白
閃

光
を
引
落
し
に
破
っ
て
親

方
を
大
い
に
喜
ば
せ
た
。

今
場
所
は
千
秋
楽
ま
で
上
位
陣
に
よ
る
優

勝
争
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
が
、
最
後
に
賜

杯
を
抱
い
た
の
は
関
脇
大
神
楽
だ
っ
た
。
千

秋
楽
結
び
の
一
番
で
、
２
敗
の
横
綱
春
ノ
翔

と
優
勝
を
賭
け
た
直
接
対
決
を
制
し
て
１
０

勝
１
敗
（
２
回
目
）
の
優
勝
で
、
復
活
を
印
象

づ
け
る
見
事
な
優
勝
と
な
っ
た
。
ま
た
、
打

ち
出
し
後
、
緊
急
理
事
会
が
招
集
さ
れ
、
満

場
一
致
で
大
神
楽
の
大
関
再
昇
進
が
決
ま
っ

た
。

三
賞
は
、
殊
勲
賞
は
２

横
綱
１
大
関
を
倒
し
た
小

結
烏
帽
子
岳
（
初
）
と
同

じ
く
２
横
綱
１
大
関
を
倒

し
千
秋
楽
に
勝
ち
越
し
を

決
め
た
前
頭
筆
頭
の
鹿
富

士
（
２
回
目
）
敢
闘
賞
は

関
脇
大
神
楽
（
４
回
目
）

技
能
賞
は
関
脇
大
神
楽
（

３
回
目
）
と
鋭
い
の
ど
輪

で
優
勝
争
い
を
盛
り
上
げ

優

勝

大
神
楽
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↑本割で優勝か、決定戦にもつれ込むか、意地のぶつかり合いは名勝負を

生んだ。熱戦の末、大神楽が春ノ翔を寄り切り、復活の雄叫びをあげた。

↑改心した磯ノ海親方の無指導、無稽古

が功を奏して、大神楽は元気一杯。

全盛期の状態に復活した。

若巨、春ノ翔、千代鈴の三役揃踏み

若 巨○(引き落し)●白閃光

大神楽○(寄り切り)●鉄 甲

春ノ翔○(引き落し)●千代鈴


